
業務の自動化や高度化を実現できるRPAの導入により、内部統制の実現、開発・保守の効率化、セキュリティ・品質
の確保、運用の容易化などといった効果が期待できます。また、従来のシステム化では困難だった社内外の情報シス
テム同士をつなぐ、さらには業務部門主導でも比較的容易に導入できるというメリットもあります。
しかしその反面、無秩序な導入や展開によって内部統制上に問題が生じたり、全体の運用が非効率となるなどのITリ
スクが発生したりする恐れもあります。RPAの導入で期待する効果を得るためには、ガバナンスの整備が重要なポイ
ントとなります。

RPA導入におけるガバナンス構築のアプローチ［当社のフレームワークとテンプレート］
当社では、RPA導入で必要となるガバナンス構築時の対応事項をフレームワークとして定義し、それをベースにRPA
の導入、開発・保守、運用を円滑かつ安全に使うための規定類をテンプレート化しています。これらのフレームワー
クとテンプレートを用いることで、短期間でお客さまのガバナンス構築を支援します。

ガバナンス構築のフレームワーク RPAガイドラインと規定類（テンプレート）

RPA管理ポリシー

RPA開発/保守手順
RPA運用手順など

RPAポリシー
（RPA基本方針）

RPAスタンダード

RPA
プロシージャ

本格展開を円滑に進めるため、RPAの適用ルール、
開発・運用ルールの方針や規定類を整備したいが
取り組み方が分からない…

RPA検討に着手したが、ロボット作成
の不具合や操作ミスで、データの不正
処理、外部へのデータ漏えいリスクが
あるのではないかと危惧している…

RPAの試行を始めたが、導入部門の拡大で野放図
に作成されて放置されたロボット（野良ロボ）の
数が増え、これを把握できずに困っている…

導入時のITリスクを抑えつつ、早期の稼働・運用を実現する

RPA導入におけるガバナンス構築支援コンサルティング

RPA導入の効果を最大化するためには
統制のとれたルールと仕組みの確立が重要です

RPAを取り巻く環境とお客さまの課題

情報

RPAアプリ インフラ人・組織

経営層

業務部門・利用者（ユーザー）

成果の測定
価値の提供

戦略との整合

資源管理

RPAパートナー

リスクの管理

有効性、効率性、機密性、
インテグリティ、可用性、
準拠性、信頼性の実現

RPAガイドライン
（全体方針）

RPAの導入で
発生しがちな課題

RPA開発/保基準
RPA運用基準など
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●サービスの仕様は、改良のため変更することがあります。ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。 ●詳細な見積条件などはwebサイトから、または弊社担当営業へお問い合わせください。

Step５
規定の整備※

Step4
規定への改訂内容
レビュー

Step3
規定への改訂内容
検討

Step2
RPAガイドライン
(全体方針)の初版の
まとめ

期待できる効果

実施プロセス

Step1
現状確認

RPAガイドライン（全体方針）検討 規定類（テンプレート）の改訂

サービス名

RPA導入におけるガバナンス構築支援

価格

※個別見積

提供開始時期

2018年～

提供価格

当社のフレームワークとテンプレートを用いて、お客さまへのヒアリングと打ち合わせを行いながら、RPAガイ
ドラインと規定類（テンプレート）の整備を支援します。

貴社のRPAの検討状況と現
状のガバナンスの内容を確
認する。

RPA導入におけるガバナン
ス方針と対応項目を検討し、
RPAガイドライン（全体方
針）の初版をまとめる。

貴社の規定類への改訂内容
を検討し、改訂（ドラフト
版）を作成する。

改訂した規定類を展開する。改訂（ドラフト版）を確認
する。 ※規定類の整備は、PoC （Proof of

Concept） /パイロットの状況を
踏まえ本格導入の準備段階で最終
化する想定。

アウトプットイメージ（一例）
RPAガイドライン(全体方針)の記載項目とアウトプットイメージの一例を示します。
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